
インフルエンザ予防接種(説明書) 
〈注意〉接種を受ける前に必ずお読みになり、ご理解のうえ接種を受けてください。 

 

１ インフルエンザとは 

  インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる全身に症状の出る感染症です。イン

フルエンザにかかった人が咳やくしゃみなどをすることにより、ウイルスが空気中に広がり、それを吸い込むこと

によって感染します。 

 

２ インフルエンザの症状 

  突然の高熱・頭痛・関節痛などで、のどの痛み・咳・鼻水などもみられます。普通の風邪に比べて全身症状が強

いのが特徴です。気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。 

 

３ インフルエンザの予防 

  ワクチンを投与することで体内に抵抗力をつくり、病気にかかりにくくしたり、かかっても重くならないように

したりすることを目的としています。インフルエンザの感染予防には、「換気」「手洗い・手指消毒」「マスクの着用」

などの基本的な感染対策が有効です。 

 

４ 予防接種を受けることができない人 

 (1) 明らかに発熱のある人 

   一般的に、体温が 37.5 度を超える場合を指します。 

 (2) 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

   急性の病気で薬を飲む必要のあるような人は、その後の病気の変化が分からなくなる可能性もありますので、

その日の接種は見合わせるのが原則です。 

 (3) 過去にインフルエンザワクチンの接種を受けて、アナフィラキシーを起こしたことがある人 

   なお、他の医薬品投与を受けてアナフィラキシーを起こした人は、接種を受ける前に医師にその旨を伝えて 

判断を仰いで下さい。 

 (4) インフルエンザの定期予防接種で、接種後２日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等アレルギーを疑う症 

状を呈したことがある人 

 (5) その他、医師が不適当な状態と判断した場合 

   上記の(1)から(4)に該当しなくても、医師が接種不適当と判断した時は接種できません。 

 

５ 予防接種を受けるに際し、担当医師とよく相談しなくてはならない人 

 (1) 心臓病・腎臓病・肝臓病や血液、その他慢性の病気で治療を受けている人 

 (2) 以前にけいれんを起こしたことのある人 

 (3) 以前に中耳炎や肺炎などによくかかり、免疫状態を検査して異常を指摘されたことのある人 

 (4) インフルエンザ予防接種の成分、又は鶏卵・鶏肉・その他鶏由来のものに対して、アレルギーがあるといわれ

たことのある人 

  (5) 間質性肺炎、気管支喘息等の呼吸器系疾患を有する人 

 

６ 予防接種を受けた後の一般的注意事項 

 (1) 予防接種を受けた後 30 分間は、急な副反応が起こることがあります。医師（医療機関）とすぐに連絡を取れ

るようにしておきましょう。 

 (2) インフルエンザワクチンの副反応の多くは 24 時間以内に出現しますので、この間は体調に注意しましょう。 

 (3) 入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすることはやめましょう。 

 (4) 接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大量の飲酒は避けましょう。 

 

７ インフルエンザ予防接種の副反応 

  予防接種の注射の跡が、赤味を帯びたり・はれたり・痛んだりすることがありますが、通常は２～３日のうちに

治ります。また、僅かながら熱が出たり、寒けがしたり、頭痛・全身のだるさなどが見られることがありますが、

通常は２～３日のうちに治ります。また、接種後数日から２週間以内に発熱・頭痛・けいれん・運動障害・意識障

害の症状が現れる等の報告があります。 

 

８ 副反応が起こった場合 

  予防接種の後、まれに副反応が起こることがあります。また、予防接種と同時に他の病気が、たまたま重なって

現れることがあります。予防接種を受けた後、接種した部位が痛みや熱をもってひどく腫れたり、全身のじんまし

ん・繰り返す嘔吐・顔色の悪さ・高熱などが現れたら、医師（医療機関）の診察を受けてください。 

  なお、副反応による健康被害が生じた場合の救済については、健康被害を受けた人または家族が独立行政法人医

薬品医療機器総合機構法に基づいて手続きを行うことになります。 

 

     わからないことは仙北市保健課へお問い合わせください  電話 ０１８７－４３－２２５２ 


